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論　　文　　の　　要　　旨
　本論文において著者はラー般距離空間における被覆次元の研究、特に万有空問の存在と次元の積
定理の成立について論じている。第1章において，次元がn以下で位相濃度がα以下の距離空問の族
Fに対して，Fの各空問を埋蔵する万有空問ZMρ存在を証明している。さらに，任意のF空間は，積
空間Z、，、×Z叫、＝Z臥、2に閉集合として埋蔵されることを示している。n＝1の場合は，Z。，、のn重積空
問がFの任意の空問を閉集合として含むこと，この結果を利用してその（n＋1）重積空問H螂十1がFの任
意の空問を閉集合として含む2次元ANR空間Hを構成している。第2章では，距離空問の族と異な
り層形空問の族に対しては殆どの場合万有空間が存在しないことを示している。すなわち，σ一疎と
なる層形空問，M。空間、層形μ空間，包囲ネットを持つ層形空問ラ強い意味での0次元層形空問、
L空間ヨ自由L空間などの族に対して万有空問は存在しないことを証明している。第3章において
は、Wageにより考盧された次元の積定理の成立しない空間の例を一般の次元で構成している。（1）
連続体仮説の下につぎの性質をもつ空間X（n）が存在する：X（n）2＝X（n）xX（n）は完全正規ラ可分ラ第
1可算局所コンパクト空間でありヨdimX（n）2＝hdX（n）2＝nヨdimX（n）＝Oが成立する。ここで言n＝
1ヨ2、…、∞でありヨd1㎜XはXの被覆次元で，hd　Xは大きな帰納的次元である。n＝∞の場合ラ
X（∞）2は可算次元でない。（2）任意のn＝1ヨ2、…、∞に対して，第一可算，可分，局所コンパク
ト、局所可算空問XラYでつぎの条件を満たすものが存在する：X×Yは可算パラコンパクトかつ族
正規空問でラdim　X＝di㎜Y＝0．dim（XxY）＝Ind（XxY）：nが成立する。n＝・・の場合ヨX×Yは
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強い意味での可算次元でない。（3）任意のR＝1ラ2，…ヨ・・と自然数mに対して、つぎの条件を満た
す可分な第1可算空間Xが存在する：Xmはリンデレフ空間でd量m　X醐＝OであるヨX舳は正規空問で
dim　X舳＝nである。ド∞の場合ラXm÷1は強い意味での可算次元ではない。（4）可分距離空問Xと
第！可算ヨ可分なリンデレフ空間Yが存在して，dimX＝dimY＝0かつd量m（XxY）＝1となる。こ
れらの実例を構成するために，Wageの導入した方法を精密化してラKu訂enヨPrzymusinskiの位相を
増大する方法が使用されている。応用としてヨ0次元の第1可算リンデレフ空問の列の逆極限とな
る可分，可算パラコンパクト族正規空問Xで，dim　X＝IndX＝k（＝11ラ2。…ヨ∞）となる空間Xの
存在を証明している。
審　　査　　の　　要　　旨
　有隈次元の可分な局所コンパクト距離空問は実数直線の有隈積に閉集合として埋蔵されることが
知られているが，可分性と局所コンパクト性を除いた場合に実数空問の役割を果たす空問の存在は
知られていなかった。著者はヨ与えられた濃度αに対して。’位相濃度αをもつn次元完備距離空間で
実数空問の役割を果たす距離空聞を構成した。特にn＝1の場合は上記の問題に対してほぼ満足すべ
き解決となっている。距離空間族に対して存在する万有空間が層形空問族に対して存在しないとい
う事実は，層形空問で次元論が確立されているだけに興味ある結果である。ラスネフ空問族に対し
ては万有空問が存在するという推測が強いがヨ著者は可分なラフネス空問族に対しては万有空間が
存在しないことを示している。次元の積定理に対する反例はラWageのO次元空間の例を含む形でヨ
任意の有隈次元の場合ラさらに無隈次元の場合まで著者によって構成されている。第！可算雪完全
正規、局所コンパクトなどのよい条件の空問族でも積定理が成立しないことは興味深い。一連の反
例はラWageの構成法では作れないが。著者独自の方法を見出して構成された。この方法は，次元論
における空問の例の構成に種々の形で応用されておりラ国際的にも高度な評価を得ている。
　よってヨ著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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